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　昨年の長野県内における春山( ４月～６月)では、57件の山岳
遭難が発生し、死者10人を含む63人が遭難しました。

　春山は、気温の上昇に伴って発生する雪崩などに十分な注意が必要です。
　一方、天候が急変すると真冬並みの吹雪となり、低体温症による行動不能や視界不
良による道迷い等のリスクも高まります。
　また、ピッケル、アイゼンを使用した歩行技術が未熟であったり、これらの必要な
装備を携帯しない、あるいは使いこなせていないために、雪上でスリップして滑落す
るケースも見受けられます。
　春山登山は天候や積雪状況を考慮した判断、雪上技術、体力など、総合的なスキル
が求められます。
　登山される皆さんは、次の点に注意して安全登山を心掛けてください。
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高
齢
者
が
運
転
免
許
を
返
納
す

る
と
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移
動
手
段
が
限
ら
れ
、
外

出
や
社
会
参
加
の
機
会
が
減
少
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
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援
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て
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ロ
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叶
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。
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介
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に
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。
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。
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時間割 内　容

10:30～11:55 御代田町における移動支援／移動サービス概論
／利用者理解と接遇・介助

～昼休憩～
12:40～13:20 移動サービスの運転に必要な知識と心構え
13:20～15:20 運転実技/介助実習
15:25～16:00 リスクへの備えと対応/修了証発行

日程表

春山遭難防止

○無理のない登山計画を立てる
　日程や登山コースが自分や仲間の体力・技術
に合っているかを確認し、余裕のある登山計画
を立てましょう。
  また、残雪期は登山道が不明瞭なため、地図や
GPS、登山アプリなどを活用し、なるべくコー
スを熟知している人と行動しましょう。
　
○行動予定は家族と共有
  事前に登山計画書を作成し、ルートの下調べや
装備品のチェックを行い、作成した計画書は家
族や友人等と共有するとともに、「ながの電子申
請サービス」や「山と自然ネットワークコンパス」
等を活用し、提出しましょう。
　特に、行方不明となった場合には捜索の手掛
かりとなります。

○単独登山は要注意
  単独登山は、遭難した際に救助を要請できないことにより、捜索・救
助が遅れる場合があります。　
　また、行動中の判断を一人で行わなければならず、経験や知識が不足
していれば大きなリスクを負うこととなります。
　
○十分な日程と装備で
　春山は、天候が急変する場合があります。余裕のある日程で、無理な
行動は控えましょう。
　また、積雪期の装備やビバークに備えた準備をし、携帯電話の予備
バッテリーは必ず携行しましょう。
　
○気象情報を必ず確認
  春山は、低気圧の通過や寒気の入り込みなどで天候が悪化すると、行
動ができないほどの猛吹雪になります。入山前は、必ず気象情報を確認
し、荒天が予想される場合は、計画の変更や中止するなど、入山は控え
ましょう。
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